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Weekly Bulletin 
 

 

 

「仲間を増やして、強いクラブを作ろう」（古河東 RC 会長 柿沼利明） 

BE THE INSPIRATION “元気な一歩、共に成長するクラブの力”（RID2820 ガバナー 大髙司郎） 

「The Magic of Rotary（ロータリーのマジック）」（2024-25 年度 RI 会長 ステファニー・A・アーチック） 

 

 

2024 年 9 月 10 日（火） 第２１78 回例会 

卓話 「イニシエーションスピーチ」 山本健一 会員 
 

会場：古河商工会議所 3 階 ／ 12 時３０分 点鐘 

 

 

会長の時間（9） 柿沼 利明    「『ロータリーの友』月間」  

本日は、ロータリークラブの機関雑誌であり、９月の特別月間テーマで

もある「ロータリーの友」についてお話します。 

 

 

 

■2024 年 9 月 3 日・第 21７7 回例会記録 

◆プログラム 

昼食 担当：幸ずし 

点鐘 会長 柿沼利明 

ロータリーソング 君が代、奉仕の理想（ソングリー

ダー：古谷由紀子、オーディオ担当：山本健一） 

ご来訪ロータリアン・お客様 飯田勉様（坂東市） 

セレモニー 月初めのお祝い 

 9 月生まれの皆様、おめでとうございます。 

委員会等報告 

⑴【紙面報告】 地区戦略計画委員会参加告】 地区

戦略計画委員長 柿沼利明 

日時：8/31(土)午前 11 時～／会場：ガバナー事務所 

参加者：大髙司郎ガバナー、石君平地区会計長、委員

長髙橋賢吾 PDG(水戸西)、副委員長保延輝文 PDG(石

岡)、委員瀬戸隆海GE【（水海））､藤木章吉GN【（しも

だて紫水）､長野久嗣元地区クラブサポート委員長(水

戸)、柿沼利明（古河東） 

議題： 

① ガバナー事務所の固定化に関する議論 

② ガバナー選出におけるブロック編成見直し 

③ 新クラブ設立支援金について 

所感：地区の今後の将来を見据えての大議論となり、

長期的な戦略計画であり地区のあるべき未来像を描い

た議論に参加できたことを大変うれしく思いました。

今後の展開を考えると、緊張感もあり、大変強い責任

感を覚えたものとなりました。 

⑵ 古河地区 RAC と古河東ゆきはなロータリー衛

星クラブ合同例会参加告】 柿沼利明 

日時：8/30(金)午後 7 時～／会場：はなももプラザ 

参加者：【「古河地区 RAC」の鈴木稜会長と古河 RC の

斉藤百合子会員のご息女【（新会員）／｢古河東ゆきはな
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月間 

https://kogaeast.jp/?cat=9#page-content


2 

ロータリー衛星クラブ｣の海老沼敏亨会長、米村桃幹事、

三ケ尻智昭会員／｢古河ロータリークラブ｣の間下保会

長、伏木利光幹事、斉藤百合子会員、田村武敏青少年

奉仕委員長／｢古河中央ロータリークラブ｣の福田一郎

パスト会長／｢古河東ロータリークラブ｣の山崎清司

PDG、坂田信夫古河地区 RAC 代表世話人、森敏夫、

佐谷）浩、石川久、武澤郁夫、福田優子、齊藤愛、古

谷由紀子青少年奉仕委員長と柿沼の各会員（総勢 20名） 

告】事項：高萩とつくばで衛星クラブの立上げを進め

ており、2820 地区内の 4 つの衛星クラブ(古河東、鹿

島臨海、下館、下妻)を交えてサテライトクラブ連絡協

議会設立に向けての会議を 7月 26日に下妻市で開催。 

プログラム：｢アナウンサー･DJ 講話｣ 講師：アナウ

ンサーの横山剛さん 

内容【：RAC鈴木会長との対話形式で、アナウンサーに

なった経緯から始まり、長い経験の中から、インタビ

ューの極意や、｢意識してゆっくり話す｣ことなどを初

めとする伝え方のコツなどのお話をいただきました。

その後、参加者の｢話し方｣｢聞き方｣の模擬コーナーが

あり、数名がこれを体験し、横山さんから講評をいた

だきました。いくつかの質疑応答の後、和気藹々とし

た雰囲気の中で閉会となりま

した。RACや衛星クラブにお

かれては、大変ご苦労様でし

た。今後の両クラブの発展を

ご祈念申し上げます。 

 

出席状況報告 出席委員長 福富好一 

第 2177 回（9 月 3 日）会員数 41 名／出席又は事前

Make-up 会員数 30 名／出席率 73.17％ 

スマイル報告 スマイル委員長代理 古谷由紀子 

投函者：石川、板橋、井上、大谷、大橋、柿沼、桑原、

久野、小林、小森谷、近藤、酒井、坂田、佐藤、杉岡、

須田、高橋、武澤、福田、古谷（由）、松井、森、山腰、

山崎、山本（計 25 名）投函金額 55,000 円／投函累計

400,453 円／目標額・2,000,000 円／目標達成率・

20.02% 

▶スマイルメッセージはこちら(会員限定) 

https://kogaeast.jp/?page_id=683 

幹事報告 幹事 井上学（下記参照） 

卓話 お客様卓話（飯田勉様） 

点鐘 会長 柿沼利明 

 

 

 

◆幹事報告  幹事 井上学 

アクティブ 8 月号／米山梅吉記念館 44 号／９月・10

月出欠表／10/27 ポリオ根絶イベント出欠表（欠席者

含めTシャツを全会員に配布しますので、サイズをご

記入ください）／11/9,10 地区大会出欠表／10/8 公式

訪問出欠表 

→ 後方の案内机に置いてあります。 

ロータリーの友９月号／・地区月信９月号 

→ メールボックスに入れてあります。 

 

◆卓話 「ブルキナファソに暮らして」 

   飯田 勉 様 

1 山崎清司 PDGによる飯田勉様のご紹介 

 飯田さんは長年、西アフリカのブルキナファソでボ

ランティア活動をされていた方です。 

2008-09 年度の RI 会長、李

東建氏のテーマ「夢をかたちに【

Make【Dreams【Real」に基づ

き、アフリカにおける乳幼児死

亡率の低下が提言されました。

乳幼児死亡率の改善には、医療

施設の改善、医薬品の提供、衛生的な水の供給、風土

病対策、経済的貧困の解消、医療知識の普及、識字率

の向上などが含まれます。そこで古河東 RCは、ブル

キナファソにおけるマラリア予防のため、防虫蚊帳の

贈呈をいち早く決定しました。現地でボランティア活

動をしていた飯田勉さんの協力と、当時の廣瀬昭雄ガ

バナーの後押し、地区内 49 クラブの資金援助によ

り、4000 張の防虫蚊帳を現地に送ることができまし

た。贈呈式は 2009 年 1 月に行われ、古河東 RCの 4

名の会員と岩井 RCの 3名の会員がブルキナファソに

出向き、保健大臣立会のもと実施されました。 

この度、その立役者である飯田勉さんと 16 年ぶり

に再会し、当クラブで卓話をいただくことに感謝申し

上げます。 

2 飯田勉様のお話 

⑴ 防虫蚊帳贈呈事業

の想い出 

蚊を媒介して感染す

るマラリアは、その根

絶が極めて困難です。

原虫による感染症であ

り、ワクチンによる予

防はできません。乳児

https://kogaeast.jp/?page_id=683
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の頃に感染してしまうと、血管が細いため特効薬の注

射が難しく、多くの命が失われてしまいます。 

蚊帳が届けられた診療所では、子どもが生まれる度

に蚊帳が配布されました。一つの家に 7～8人は子ど

もがいますので、これにより、蚊から守られた多くの

子どもたちが、命を救われたのではないでしょうか。 

防虫蚊帳の贈呈式では、ブルキナファソの保健大臣

も参加していました。大変印象的な事業でした。 

⑵ どうしてブルキナファソに行ったのか 

 私は美容室を経営していましたが、JC（青年会議

所）で「社長がいなくなっても回るような会社を作り

なさい」と言われたことに感銘を受けました。皆が一

人一人自覚をして自分で行動できる組織・会社を目指

して頑張りました。そして 50 歳になったら、新天地

に行こうと思いました。その中で出会ったのがブルキ

ナファソでした。 

⑶ ブルキナファソでの活動 

 2003 年~2006 年 NGO派遣で渡航 ･･･① 

・廃棄物資リサイクル輸送事業（学校机、椅子、救

急車、消防車） 

・ネリカ米栽培事業（試験栽培） 

・ネリカ米栽培継続事業（49ha）、感染症給水撲滅

事業、診療所、学校建設事業  

【 【 2006 年 孤児施設「竹の子の家」建設のため、個

人でブルキナファソへ渡航【 ･･･② 

 2008 年 現地日本食レストラン「我が家・

WAGAYA」建設 ･･･③ 

 2011 年 現地牛丼屋出店 

 2014 年 深井戸掘削、安全水供給事業 

(30ｍ×12 本) 

 2015 年 ブルキナファソへ再渡航 

 2016 年 日本の「おかき」現地生産のため、設備

と技術を援助。国際博覧会に出品 

 2017 年 3 月 日本に帰国 

① NGO派遣について 

 ここに挙げたような、NGO派遣ならではの支援事

業に携わりました。 

② 孤児施設の建設について 

当時ブルキナファソには、およそ 70 万人の孤児が

いると言われていました。その孤児たちの多くは「労

働者」として周辺国を含めた地域に売られていく運命

にありました。様々な事情で庇護を受けられなくなっ

た子どもたちを保護する仕組みは乏しく、私自身、ド

ブの中に赤ん坊が捨てられているのを見たこともあり

ました。生まれた場所や時期が故に何も与えられな

い、本当にそれでよいのかと思い、私はブルキナファ

ソに孤児施設を作ることを決意しました。 

しかし、志半ばでクーデターが起きました。機関銃

の音が響く中、やむなく最後の飛行機で日本に帰りま

した。1か月後に戻ったものの、施設の建物も、何も

かもがなくなってしまっていました。 

③ 飲食事業について 

日本食レストラン（居酒屋）は、人々が集う場所と

して、現地の方に日本の食事、中でも「お好み焼き」

や「ラーメン」などを中心に振る舞いました。その

後、牛丼屋も出店しました。 

 

 これからの世界を作るのは、生まれた子どもたち

に、未来を作る力をいかにつけられるかにかかってい

ます。それが今いる大人たちの義務ではないかと思っ

ています。未来を作るはずの子どもたちが見捨てら

れ、命を落としてしまうようなことのない国でなけれ

ば、発展は望めないのです。 

 

◆ 当地区のブルキナファソ蚊帳贈呈事業は、『ロータリ

ーの友』平成２１年５月号４３頁で紹介されました。

ロータリアンの皆様は、電子版（クラブ毎に割り当て

られた ID/PW が必要です）でご覧いただけます。 
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■今後の予定 

日 程  会 場  内 容  

第 2179回 

9月 17日(火) 
移動例会 

「家庭集会」 

４事業所に分かれて(テーマ)自由 日程、時間、場所は各責任者一任 

第 2180回 

9月 24日(火) 

古河商工会議所 

３Ｆ 

会員卓話 ｢ロータリーに入ってよかった、いてよかった｣ 

小倉郁雄会員、桑原正信会員 

お弁当/山水              ｢ロータリーの目的｣唱和 

第 2181回 

10月 1日(火) 

古河商工会議所 

３Ｆ 

理事会（午前 11時～） 月初めのお祝い  10月生まれの方                 

クラブ協議会 小林隆一第 4分区ガバナー補佐ご来訪  

「ガバナー公式訪問に備えて」 

第 2182回 

10月 8日(火) 
ホテル山水 

移動例会 

大髙司郎ガバナー 公式訪問 

地 区 行 事 等  

10/8(火) 大髙司郎ガバナー公式訪問 

10/27(日) END POLIO NOWプロジェクト(笠間稲荷、移動例会) 

11/9.10 

(土日) 
地区大会(日立市池の川さくらアリーナ) 

 

■会員向け連絡先 

例会欠席時のご連絡先 kesseki.rnrk@gmail.com 又は 杉岡ＳＡＡまで 

週報原稿のご送付先 kogaeast.newsletter.2425@gmail.com 又は 齊藤まで 

 

■当クラブへのお問い合わせ先（24-25 年度） 

 〒306-0631【 茨城県坂東市岩井 4709 番地 柿沼利明税理士事務所内 

事務局電話：0297-36-2553  事務局 FAX：0297-34-1118  

メール：aam52570@nyc.odn.ne.jp 

 

   ＜文責＞古河東ロータリークラブ会告 IT委員会（齊藤、松井、佐谷、小森谷、大谷） 

 

 

 

 

創立 1982年 7月 6日 例会日：火曜 12時 30分～13時 30分 

例会場：古河商工会議所(古河市鴻巣 1189-4) 例会場電話：0280-48-6000 例会場 FAX：0280-48-6006 

https://kogaeast.jp 

 

古河東 RC 公式 LINE 
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